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■Medical Link Office

Director（兼）
Medical Link Doctor

松石 英城
日本内科学会認定内科医・
総合内科専門医・指導医
日本血液学会認定血液専門医

（兼任）Medical Link Doctor

甘利 香織
日本救急医学会救急科専門医
日本内科学会認定医・総合内科専門医
日本循環器学会認定循環器専門医

Medical Link Officeとは
◆役  割

Medical Link Officeの主な役割は、病棟へのホスピタリスト配置によ
る院内での支援と地域への医師派遣による院外への支援です。

◆背  景
１．医療の質を高める

働き方改革は医療界にも波及しています。2024年4月から医師時間外
労働規制が強化されます。ホスピタリストを病棟配置するという先行
事例があります（包括診療医＠済生会熊本病院包括診療部）。医師ば
かりでなくコメディカルの働き方も効率化し働きやすさを向上させ満
足度を高める仕組みを構築することは、職員満足と医療の質向上の観
点から重要な課題です。

２．身近な医療を支援する
我々は2020年から県内公的医療機関への医師出向に取り組んできま
した。佐賀県では身近な医療の提供が困難になりつつある県内地域の
診療体制を広域的に支援する取組を進めています。佐賀県の保健医療
行政を支える使命を有する好生館は、このスキームにおける支援病院
のひとつとして整備を進めています。

３．佐賀県に医師を集める
働く意欲はあるものの働く場がない医師を活かす仕組みが求められて
います。定年を控えている医師、育児・介護・障碍・加齢等のために
制限した働き方を余儀なくされている医師、休業（産育休、介護休）
から復帰しようとしている医師、佐賀県に戻っての診療を希望してい
る医師の皆さんが活躍できる環境を整備する必要があります。

これらの課題を解決するためにMedical Link Officeを発足させました。

◆目指す姿
●「医療者を支援する」活動を通じて医療の質を高めていく
・働き方改革
　 （医師ならびにコメディカルが効率的に働けるような仕組み）
・医療安全向上
　 （医師の病棟常駐、心理的安全性を担保したチェック体制）
・患者満足度（病棟の “かかりつけ医”）
・職員満足度（働きやすい職場環境）

●「医師の新しい働き方」を提案する
・キャリアチェンジ
　 （専門診療から医療者を支援する働き方へ、専門診療から地域を支援

するという働き方へ）
・ライフシフト
　 （人生100年時代を迎え、医師人生に、別の彩り、別の豊かさ、別の

面白さを加える）
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＜Medical Link Doctor＞
　・病棟の“かかりつけ医”的な存在の医師
　・多職種協働による患者中心のチーム医療を目指す医師
　・自身の専門領域を活かした病棟業務支援を行う医師
　・地域の医療機関での支援業務に携わる医師

＜サポート部門＞
　医師に研修と認定を課し、診療の質を担保できる仕組みを構築しています。支援業務を適切に遂行する
ための研修を管理する研修班、Medical Link Doctorとその医療者支援業務についての広報を司る広報班、
医師を確保するリクルート班、将来構想とマネジメント業務を司る企画班からなる充実したサポート部門
があります。

◆実  績
・院内　病棟支援（2021年４月～）
　ホスピタリスト業務

病棟に常駐する
担当する病棟： 2022年度は整形外科患者が入院する４階東病棟
従事する業務：専門診療科入院患者を担当医として併診する

病棟かかりつけ医として患者回診を行う
コメディカルと連携して管理に携わる（医療安全、感染、薬剤、栄養）
専門診療科医不在時に医師オーダ業務を代行する

・院外　地域医療支援（2020年４月～）
　プライマリケア医業務

好生館に在籍したまま、公共医療機関へ出向して、診療業務に携わる
出向先：2022年度は唐津市民病院きたはた
従事する業務：外来診療（週２日全日枠）　　

◆お問い合わせ先
TEL：0952-28-1495　FAX：0952-28-1269
好生館ホームページをご参照ください。

メディカル　リンク　オフィス

☎ 0952-28-1495 FAX 0952-28-1269
お問い合わせ先
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